この iMac は、あなたのために生まれました。 


ようこそ iMac へ。 
www . apple . com / jp/imac 



内蔵 FaceTime HD 

カゾラ 

最新の iPad 、 iPhone 、 
iPod touch 、 または 
Mac にテレビ電話を 
かけられまず。 
へルプセンター 
じ！ facetime ) 






Made Mouse ジ i スチャ 
これらのジェスチャを使って 
Mac を操作できまず。 

へルプセンター 
な、ジ j ： スチヤ） 



1ボタンク IJ ック ちク IJ ック 





Thunderbolt 高ま I/O 
高性能デバイスとデイス 
プレイを接続できます。 
ペルプセンター 



2本指でスワイプ 面面のズーム 





























OS X Lion 

www . apple . com / jp/macosx 



Mission Control 
Mac で動作している 
ものを一長表示でき 
まず。 

ヘルプセンター 

^! mission control ) 



Launchpad 

ずべてのアプリケーシ ヨン 
じ1個巧からすばやくア 
クセスできます。 

ヘルプセンター 



Mail 

メッセージをスレッド 
ごとに控埋できまず。 
ヘルプセンター 

化メ-ル） 



iPhoto 

写頁を整理、編集、 
捕できまず。 
i Photo ヘルプ 
化ちま） 


S 

フルスクリーン 
クリック1回でアプリ 
ケーシヨンをフルスク 
リーンま示にできます。 
ヘルプセンター 
@フルスクリーン） 


iMovie 

ホーム ビデオを大ヒッ 
卜映画のよ引こ仕上げ 
ることか i でさまず。 
iMovie ヘルプ 
化い卜） 



Mac App Store 
Mac 巧のアプ y ケー 
シヨンを探してダウン 
口ードするのに最適な 
場所です。 

ヘルプセンター 

g * mac app store ) 


GarageBand 
素放な楽曲を手哲じ 
制作できまず。 
GarageBand ヘル ブ 
の録音） 
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お求めの iMac は、簡単に設置してずぐに使い始めることができるように設計されていまず。 iMac や 
Mac コンピュータをはじめてお使いになる方は、まずこの章の説明をお読みください。 

重要： 電源コンセントに iMac のプラグを差し込む前に、この章にある設定手順の解説と安全性に関 
ずる情報 （66 ページを参照）をよく読んでください。 

今までに Mac を使ったことがある方は、すぐに使い始めるだけの知識をずでにお持ちかもしれません。19 
ぺージの第2章 「iMac のある生活」を一読して、 iMac の新機能についての情報を確認してください。 

多くの疑問に対ずる回答は、 iMac の「ヘルプセンター」で見つけることができまず。「ヘルプセンター」 
については、34ぺージの「情報を採ず」を参照してください。 

iMac を設置ずる前に、その外測にある保護用のフィルムをずベて外してください。 
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付属品を確認ずる 

お使いの iMac には 、 Apple Wireless Keyboards ワイヤレスの Apple Magic Mouse 、 および 
AC 電源コードがが属していまず 。 Apple Remote をミ主文した塌合は、それも箱に入っていまず。 
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iMac を設をずる 

夕の手順に従って iMac を設をしてください。手順4で iMac の電源が入るまで待ってください。 


手順1: 電源コードをスタンドの巧に通して、 iMac の背面にある電源ポートにつないでから、コード 
を電源コンセントにつなぎまず。 
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手順 2: インターネットまたはネットワークにアクセスずる場合は、 Ethernet ケーブルの一方の端を 
iMac の Ethernet ポートにつなぎます。もう一方の端をケーブルモデム、 DSL モデム、またはネット 
ワークにつなぎまず。 



お使いの iMac には、ワイヤレスネットワークを利用ずるたゆの802.1 In Wi - Fi テクノ□ジーが搭載さ 
れています。ワイヤレス接続の設定について詳しくは、 y ニューパーから「ヘルプ」を選がし、 「 wi - fi 」 
を巧索してください。 

ダイヤルアップ接続を使巧する場合は、み部 USB モデムが必要です。モデムを iMac の USB ポートに 
接続し、モデムケーブルを使ってモデムを電話のモジュラージャックにつなぎまず。 
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手順 3 : ワイヤレスのキーボードおよびマウスの電源を入れまず。 

電源を入れるには 、 Apple Wireless Keyboard のち側にあるパワーボタンを押し 、 Apple Magic 
Mouse の背面にあるスイッチをスライドしまず。 

ワイヤレスのキーボードおよびマウスには単 S 電池が取りかけられていて、お使いの iMac に登録され 
ていまず。登録によって、キーボードとマウスはワイヤレスで iMac と通信できるようになりまず。 


パワーボタン 


インジケータランプ 



キーボードまたはマウスの電源をはじめて入れると、インジケータランプが5秒間点灯し、電池の残量 
が十分あることが示されます。キーボードまたはマウスの電源が入らない塌合は、電池が正しく取リイ寸 
けられていることを確認してください （56 ぺージの「電池を交換する」を参照)。 

iMac の電源を入れて接続が確立されるまで、インジケータランプが点滅しまず。 

参ち： USB キーボードまたは USB マウスを購入した榻合は、ケーカレを iMac の背面にある USB ポー 
卜 （か に接続しまず。 
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手順 4; 背面のパワーボタン （ cL )) を押して、 iMac の電源を入れます。 

iMac が正常に動き始めると電子音がしまず。マウスをクリックして、 iMac との接続を確立しまず。 



重要： キーボードおよびマウスが iMac に登録されていない場合は、画面に表示される指示に従って 
登録しまず。接続を確立ずるために7ウスを1回クリックずる必要が生じるかもしれません。登録につ 
いて詳しくは、29ページの 「Apple Wireless Keyboard を iMac に登録する」を参照してくださし、。 
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手順 5 : iMac を構ぶします。 

はじめて iMac の電源を入れると、「設定アシスタント」力带動しまず。「設定アシスタント」を使うと、 
Wi-Fi ネットワークの指定、ユーザアカウントの設定、別の Mac または PC からの情報の乾送を簡単 
に行うこと力巧きまず。 Time Machine バックアップまたはほかのディスクの情報を転送ずることもで 
さまず。 


別の Mac から移巧ずる場合は、別の Mac に Mac 0S X パージョン 10.5 .3 が降がインストールされ 
ていないと、ソフトウェアをアップデートずる必要があることがありまず。 PC から移巧ずる塌合は、 
www . apple . com / jD / migrate - to - mac から「移行アシスタン S」 をダウン□—ドして、巧行元の PC 
にインス!ルしまず。 

別のコンピュータのソフトウェアをアップデートする必要がある場合は、 iMac で「設定アシスタント」 

を起動した後で、終了せずに途中の状態にしたまま別のコンピュータに移動し、それから iMac に戻っ 
て設定を完了することができまず。 

参ち：はじめて iMac を起動したときに「設定アシスタント」を使って情報を転送しない塌合は、後で「移 
行アシスタント」を使って転送ずることもできまず。 「Launchpad」 の「ユー ティリティ」 フオルダにあ 
る「移行アシスタント」を開きまず。「移行アシスタント」の使いかたのヘルプを参照するには、「ヘル 
プセンター」を開いて「お行アシスタント」を巧索してください。 

iMac を設定ずるには： 

1 「設をアシスタント」で、「この Mac に情報を転送」画面が表示されるまで、画面に表示される指示に 
なって操巧しまず。 

2 基本的な設定を行うか、移行つまり Machine バックアップまたはほかのディスクの情報の転送を伴う 
設定を行います： 

• 基本的な設定を行ラには、「今は転送しない」を選択して「続ける」をクリックしまず。残りの指示 
に従って、ち線またはワイヤレスネットワークを選択し、アカウントを設をして、「設定アシスタント」 
を終了しまず。 
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• 移行を伴う設定を行う口ま、「別の Mac または PC から」を選択して「続ける」をクリックしまず。 
画面に表示される指示に従って、移行元の Mac または PC を選択しまず。移行元の Mac または 
PC は、同じち線またはワイヤレスネットワーク上にある必要がありまず。画面に表示される指示に従っ 
て移行してください。 

• Time Machine バックアップまたはほかのディスクの情報を転送ずるには 、 「Time Machine バック 
アップまたはほかのディスクから」を選択して「続ける」をクリックしまず。移行元のバックアップま 
たはほかのディスクを選択します。画面に表示される指示に従って操作します。 

お行元のコンピュータを巧さない塌合または使用しない塌合は、 iTunesStore から購入した音楽、ビ 
デオ、才ーディオブックの再生に関ずる認証を解除することをお勧めしまず。コンピュータの認証を解除 
することで、購入した曲、ビデオ、オーディオブックがほかの人に再生されるのを防ぐことができ、そ 
の分を別の認証に利用することができまず。認証の解除につい口ま、 「 iTunes 」 の「ヘルプ」ゾニュー 
から 「 iTunes ヘルプ」を選択してください。 

手順6 : デスクトップのカスタマイズや環境設定を巧いまず。 

デスクトップの外観は、 iMac のほとんどの設定のコマンドが集まっている「システム環境設定」でずぐ 
に変更できまず。メニューバーからアップル ( t ) メニュ ー >「システム環境設を」と選択するか、 「 Dock 」 
の「システム環境設定」アイコンをクリックしまず。 

重要： □グインバスワードを忘れた場合に備えて、「ユーザとグループ」環境設定でバスワードをリセッ 
卜するオプションを設定できます。「システム環境設定」についてのヘルプを参照するには、「ヘルプ 
センター」を開き、「システム環境設定」またはヘルプを参照したい特定の環境設定を検索してください。 
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iMac をスリープが態にずる/システム終了ずる 

iMac での作業を終了するときは、スリープ状態にするか、システム終了ずることができまず。 

iMac をスリープ状態にずる 

iMac を使った作業を中断ずる期間が2 ~ 3曰が内のときは、スリープ巧態にしまず。 iMac がスリー 
プ状態のときは、画面が暗くなりまず。 iMac はずぐに元の状態に戻すことができまず（起動の過程は 
省略されまず)。 

iMac をスリープ状態にずるには、巧のいずれかの操作を行いまず： 

• ゾニューバーからアップル （#) ゾニュ ー> 「スリープ」と選択しまず。 

• iMac の背面のバワーボタン（む）を巧します。 

• アップル （#) イニュ ー> 「システム環境設定」と選択し、「省エネルギー」をクリックして、スリー 
プタイマーをセットしまず。 

• オプションの Apple Remote の再生/—時停止ボタン （►") を3砂間押し続けまず。 

iMac のスリープ巧態を解除ずるには、巧のいずれかの操作を行いまず： 

• キーボードのいずれかのキーを押しまず。 

• マウスをクリックしまず。 

• iMac の背面のバワーボタン（む}を押します。 

• オプションの Apple Remote のいずれかのボタンを押します。 

iMac がスリープげ態から復帰したとき、お使いのアプリケーンヨン、書類、コンピュータの設定は、ス 
リープ状態に移行する前とまったく同じです。 
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iMac をシステム終了ずる 

何日も iMac を使わない場合は、システムを終了しまず。アップル（«1)ゾニュ ー> 「システム終了」 
と選択します。巧度 iMac の電源を入れるには、バワーボタン（む）を押しまず。 


ま意： iMac を移動ずる塌合は、その前にシステムを終了しまず。ハードディスクが回転していると 
きに iMac を持ち運ぶと、ハードディスクカ诚障して、データが失われたり、ハードディスクから起動 
できな < なるおそれがあります。 
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iMac のある生ミ舌 


ヘルプセンターじ■醒 




iMac の基本機能 
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内蔵マイク 



カメラ- 

インジケータ- ランプ 
内蔵 FaceTime HD 

カメラ 

内蔵罵境光センサー 


スロットローデイング方式 
SuperDnve 

SD 力ードスロット 

内蔵ステレオスピーカー 


内蔵ホ外線 （ IR ) 

ly i / ー ノ て一 









内蔵マイク 

iMac に音声を取り込んだり、付属の「に hat 」 アプリケーシヨンを庙用して、インターネットを通じて友 
人とライプでを話したりずることができます。 

巧蔵 FaceTime HD カゾラとカゾラ-インジケータ-ランプ 

FaceTime アプリケーシヨンを使用してほかの FaceTime ユーザ ( iPhone 4^ iPad 2、巧しし、 
iPod touch 、 または 「 FaceTime 」 がインス!-―ルされている Mac を使用しているユーザ}にテレビ 
電話をかけたり 、 「Photo Booth 」 を使巧して写真を撮影したり、 HMoviej を使巧してビデオを取り 
込んだりできまず 。 FaceTime HD カメラが動作しているときは、インジケータランプが点灯しまず。 

内蔵環境光センサー 

周囲の巧るさに応じて、ディスプレイの明るさを自動的に調節しまず。 


スロット□—ディング方式 SuperDrive 

ス□ット□-ディング方式 SuperDrive では、標準サイズの CD および DVD を読み書きしまず。 

SD 力ードスロット 

iMac と SD 力ードの間で写真、ビデオ、およびデータを簡単に g 送できまず。 

内蔵ステレオ スピーカー 

音楽、ムービー、 け一し、 およびその他のマルチメディアファイルの音を聴くことができまず。 


巧蔵ホ外線 （ IR ) レシーバー 

Apple Remote 间 J 売）と旧レシーパーを使って、最大 9.1 ゾートル （30 フイート）離れに墙所から、 
iMac 上の 「 Keynote 」 を制御できます。 
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iMac のポート 


ぐ々 Ethernet ポート 
(10/100/1000 
Base - T ) 


を Thunderbolt 

ポート（ XI または 2) 


中 USB 2.0 ポート 
(X4) 

巧 才ーディオ入力/ 

光デジタルオーディオ， 
入カポート 

〇 へツ ドフォン出力/\ 
光デジタルオーデイオ 
出カポート 



'ダ FireWire 800ポート 
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ぐ々 Ethernet ポート （10/100/1000 Base - T ) 

10/100/1000 Base - T の高速な Ethernet ネットワーク、 DSL モデムやケーブルモデム、またはほかの 
コンピユータに接続してファイルを転送できまず。 Ethernet ポートじよって、ほかの Ethernet 装置が自 
動的に検出されまず。 

j 1基または2基の Thunderbolt ポート（高まデータ転ち、ビデオ、および才ーディオ用} 

Thunderbolt 対応の装置を接続してデータを高速で転送したり 、 Mini DisplayPort を使用ずるみ部ディ 
スプレイを接続したりできます。別売のアダプタを巧巧して、 DVI 、 HDM しまたは VGA を使用ずるディ 
スプレイを接続することもできまず。 21.5 インチ iMac には Thunderbolt ポートが1基、27インチ 
iMac には2基搭載されていまず。 


ふ ハイスピード USB (Universal Serial Bus ) 2.0 ポート （4 基） 

iPod 、 iPhone , iPad 、 マウス、キーボード、プリンタ、ディスクドライプ、デジタルカゾラ、ジョイスティッ 
ク、ホ付け USB モデムなどを接続します。 USB 1.1 装置も接続できます。 

に I オーディオ入力/化デジタルオーディオ入カポート 

アンプ内蔵マイク□フォンやデジタルオーディオ機器を接続できます。このポートは、 S / PDIF ステレオ 3.5 
さニジャックを兼ねていまず。 

〇 ヘッドフォン出力/光デジタルオーディオ出カポート 

ヘッドフォンやアンプ内蔵スピーカー、デジタルオーディオ機器を接続できまず。このポートは、 S/PDIF 
ステレオ 3.5 ミニジャックを兼ねていまず。 


••さ FireWire 800ポート 

デジタル-ビデオ-力;<ラや記憶装置などのホ部装置を接続できまず。このポートから最大7ワットの電 
力をイ共給でさまず。 
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iMac のそのほかの部分 
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電源ポート 

電源コードを iMac に接続できまず。 


セキュリティスロット 

鍵とケーカレを取り付けて、盗難を防止しまず{別売)。 

バワーボタン 

iMac の電源を入れたりスリープ状態にしたりするときに巧しまず。巧し続けると、問題が起きたときに、 
お使いの iMac を再起動することができます。 


ゾモリアクセス 

追加メモリを取りかけることができまず。 iMac には、4 GB お上のイモリが2枚の2 GB ゾモリモジユー 
ルとして搭載されています。 


夕 

802.11 n Wi-Fi (内部） 

内蔵802.11 n Wi - Fi テクノ□ジーを使ってワイヤレスネットワークに接続します。 

本 

Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジー(内部） 

Apple Wireless Keyboards Apple Magic Mouse 、 目 luetooth 対応の携帯電話、 PDA 、 プリンタ 
などのワイヤレス装置を接続しまず。 
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Apple Wireless Keyboard および Magic Mouse の機能 
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Apple Maaic Mouse 

レーザー-トラッキング-エンジンと Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを探用していまず。滑らかなトッ 
プシェルは、マルチタッチテクノ□ジーを利用して、 iMac での複数ボタン、360度スク□-ル、面面ズー 
ム、スワイプ制御などをサポートしまず。「マウス」環境設定を使用ずると、トラッキング、クリック、スク 
□-ルの速度を調整したり、副ボタンサポートを追加したりずることができまず （31 ぺージを参照)。 

Apple Wireless Keyboard 

ワイヤレスの自由さと、アプリケーションで使用できる統合ファンクションキーがーホになりました。 

▲ 

ゾディア-イジ X クト-キー 

このキーを押し続けると、ディスクが取り出されまず。デスクトップにあるディスクのアイコンを「ゴミ箱」 

にドラッグして、ディスクを取り出すこともできまず。 

ホ 

輝度キ ー (F1' F2) 

画面の輝度を上げたり（うが下げたり（.を）します。 

百 □ 

Mission Control キー {F3) 

「Mission Control 」 を開くと、 iMac 上で実行中のダッシュボード、すべての操作スぺース、開いてい 
るすべてのウインドウなどを一賣表示でさます。 

□□□ 

□□□ 

Launchpad キー (F4) 

fLaunchpadj を開くと、 iMac 上のずべてのアプリケーンョンが即座にき示されまず。アプリケーション 
をクリックすると、そのアプリケーションが開きまず。 

► II 

ゾディアキー (F7 、 F8 、 F9) 

曲、ムービー、またはスライドショーを巻き戻したり（◄◄)、再生または一時停止したり (►11). 早送り 
したり {►►) しまず。 

が） 

音量キー (F10' 川、 F12) 

iMac のスピーカーやヘッドフォンポートから出力される音靑の音量を消したり4)、下げたりり1)、上 
げたり （が)） します。 
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Apple Wireless Keyboard を使用ずる 

Apple Wireless Keyboard には 2 本の単 S 電池が取り付けられていて、お使いの iMac にあらかじ 
め登録されていまず。登録とはキーボードと iMac をワイヤレスで接続ずることであり、登録することで 
相互に通信すること力巧きまず。 

インジケータランプについて 

Apple Wireless Keyboard の LED は、バッテリーインジケータおよび巧態ランプとして機能しまず。 
キーボードおよびマウスの電源をはじめて入れると、インジケータランプが5秒間点:！: T し、電池の残量 
が十分あることが示されてから消'なしまず。ワイヤレスキーボードのバワーボタン （&) を押してもイン 
ジケータランプが点なしない塌合は、電池を交換ずる必要があるかもしれません。56ページの「電池を 
交換ずる」を参照してください。 



パワーボタン 
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Apple Wireless Keyboard を iMac に登録ずる 

Apple Wireless Keyboard が iMac に登録されていない場合は、インジケータランプが点滅して、キー 
ボードが検出モードになって iMac に登録できる状態であることが示されます。 

ワイヤレ スキーボー ドを登録ずるには： 

1 パワーボタン （ cl )) を巧して、ワイヤレスキーボードの電源を入れまず。 

2 アップル （#) 乂ニュ ー> 「システム環境設定」と選択してから、「キーボード」をクリックしまず。 

3 ち下コーナーにある 「 Bluetooth キーボードを設を」をクリックしまず。 

4 ワイヤレスキーボードを選択し、画面に表示される指示に従います。 

3分な内にキーボードを iMac に登録しない塌合は、電池の寿命を延ばずために、インジケータランプ 
が消灯し、キーボードの電源が切れます。パワーボタン（む）を押してもう一度キーボードの電源を入 
れると、キーボードを iMac に登録できます。キーボードの iMac への登録に成かずると、インジケー 
タランプは 3 秒間点灯して消灯しまず。 

Apple Wireless Keyboard を使用ずる 

「キーボード」環境設定を使用して Apple Wireless Keyboard をカスタマイズしまず。修飾キーを変 
更したり、キーボードシヨートカットを Mac OSX アプリケーシヨンのメニユーコマンドに割り当てたりず 
ることができまず。 

キーボードをカスタマイズずるには： 

1 アップル （•！） 乂ニュー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「キーボード」をクリックし、「キーボード」または「キーボードシヨートカット」をクリックしまず。 
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Apple Magic Mouse を使用ずる 

Apple Magic Mouse には 2 本の単 S 電池が取り付けられていて、お使いの iMac にあらかじめ登 
錄されていまず。登録とは Apple Magic Mouse と iMac をワイヤレスで接続ずることであり、登録ず 
ることで相互に通信ずることができます。 

インジケータランプについて 

Apple Magic Mouse の電源をはじゆて入れる t インジケータランプが5秒間点灯し、電池の残量 
が十分あることが示されまず。マウスの電源を入れてもインジケータランプカ S 点灯しない場合は、電池 
を交換する必要があるかもしれません。56ページの「電池を交換ずる」を参照してください。 

インジケータランプ 
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Apple Magic Mouse を iMac じ登録ずる 

Apple Magic Mouse が iMac に登録されていない場合は、インジケータランプが点滅して、マウス 
が検出モードになって iMac に登録できる状態であることが示されまず。 

マウスを登録ずるには： 

1 マウスの背面にあるスイッチを下にスライドさせて、電源を入れまず。 

2 アップル （#) 乂ニユ ー> 「システム環境設定」と選択してから、「マウス」をクリックします。 

3 ち下コーナーにある 「 Bluetooth マウスを設定」をクリックしまず。 

4 ワイヤレスマウスを選択し、画面に表示される指示に従います。 

3分な内にマウスを iMac に登録しない塌合は、電池の寿命を延ばずたゆに、インジケータランプが消 
なし、マウスの電源が切れまず。もう一度オン/オフスイッチをスライドしてマウスの電源を入れると、 
iMac に登録できるようになります。マウスの iMac への登録に成かすると、インジケータランプは点な 
します。 

Apple Magic Mouse を使用ずる 

Apple Magic Mouse で使用できるマルチタッチジェスチヤを登録したり、マルチタッチジェスチヤの 
機能を変更したりするには、「マウス」環境設定を使用しまず。アップル （#) ゾニユ ー> 「システム 
環境設定」と選択してから、「マウス」をクリックします。 
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Apple Remote を使用ずる 

iMac に Apple Remote 力咐属している場合は、その Apple Remote を巧蔵ホ外線 （ IR ) レシーパー 
を搭載した Apple 製品で使用できまず。 DVD ムービーや iTunes ライブラリの音楽を制御および再生 
したり、写真スライドシヨーやムービートレーラーを視聴したりできまず。 



乂ニニ 


-— ^ - 


再生/一時停止 


リモコンを使用ずるには： 

1 曲、スライド シヨー、 またはムービーを再生または一時停止ずるには、再生/一時停止を押します。 

2 iTunes ライブラリ内の前後の曲、または DVD の前後のチヤプタにお動ずるには、ちまたは左を押し 
ます。 

3 曲やムービーを早送りまたは卷き戻しずるには、をまたは左を押し続けます。 

4 音量を調整するには、上または下を押します。 
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Apple Remote を登録ずる 

Apple Remote を iMac またはほかの Apple 製品に登録しまず。登録した iMac または Apple 製 
品は、登録したリモコンでのみ制彻できまず。 

リモコンを登録ずるには： 

1 iMac または Apple 製品から8 ~ 10 cm (3 ~ 4インチ）が内に移動しまず。 

2 Apple Remote を、 iMac または Apple 製品の前面にある IR レシーバーに向けまず。 

3 もと 「 Menu 」 を5秒間巧し続けまず。 

リモコンを登録ずると、チェーンリンク記号が画面に表示されます。 

iMac のリモコンの登録を解除ずるには： 

1 メニューバーからアップル （«!} y ニュー>「システム環境設を」と選がしまず。 

2 「セキュリティ」をクリックしてから、「登録解除」をクリックしまず。 

Apple TV またはその他の Apple 製品の場合は、 「 Menu 」 と左を押し続けて登録を解除しまず。 

電池を交換ずる 

電池を交換ずるには： 

1 硬貨を使用して、電池のカバーを取り外しまず。 



2 CR 2032 電池を、プラス （+) 面を上にして取り付けます。 
3 カバーを再度取りかけ、コインを使って締めまず。 
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情報を探ず 

「ヘルプセンター」やインターネット （ www . apple . com / jp / support / imac ) で、 iMac の使いかた 
について詳細な情報を入手できます。 

「ヘルプセンター」でヘルプを表示ずるには： 

1 「 Dock 」 晒面の縁に沿って表示されるアイコンのバ ー) の Finder アイコンをクリックしまず。 

2 乂ニユーバーの 「ヘルプ」ゾニユーをクリックして、が下のいずれかの操■(乍を行いまず： 

• 検索フィールドに質問または語句を入力して、結果リストからトピックを選択するか、「ずべてのへル 
プトピックを表示」を選択してずべてのトピックを表示しまず。 

• 「ヘルプセンター」を選択して「ヘルプセンター」ウインドウを開いて、そこでトピックをブラウズま 
たは検索できまず。 

詳しい情報 

iMac の使用方まについて詳しくは、ムソ下の情報を参照してください； 



/モリを取り付ける 

37ぺージの「メモリをあ張ずる」。 

iMac じ問題があるときに、その問 

題を解決する 

45ぺージの「問題とその辑ホ方法」。 

iMac のサービスとサポートを探ず 

62ぺージの「サービスとサポ ーb について」。または、 Apple のサポート情 
報の Web サイト （www.apple.com/jp/suppo け}を参照してください。 

Mac OS Xを使用ずる 

Mac 0S X の Web サイト （www.apple.com/jD/macosx)。 または、「へ 
ルプセンター」で 「MacOSX」 を検索してください。 

PC から Mac に移行する 

「Mac が好きじなる理由」 (www.apple.com/ip/aetamac/whymac) 0 

iLife アプリケーシヨンを使用する 

iLife の Web サイト (www.apple.eom/jp/i 陥)。または、 iLife アプリケー 
シヨンを起動し、そのアプリケーシヨンのヘルプを開いてから、検索フィール 
ドに質問を入力して < ださい。 
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「システム環境設定」を変更する アップル（か ゾニユ ー> 「システム環境設定」と選巧して、「システム環 

境設を」を開いてください。または、「ヘルプセンター」で「システム環境 
設定」を検索してください。 


FaceTime HD カメラを使用ずる 

「ヘルプセンター」で 「Fa び Time」 を検索してください。 

キーボードまたはマウスを使用する 

「システム環境設定」で「キーボード」または「マウス」を選巧してください。 
または、「ヘルプセンター」を開いて「キーボード」または「7ウス」をお 
索してください。 

Wi-Fi を使用する 

AirMac サポートのぺージ （www.apple.com/jp/support/airmac)。 ま 
たは、「ヘルプセンター」を間いて 「wi-fi」 を検索してください。 

Bluetooth ワイヤレステクノ my— 

を巧巧ずる 

「ヘルプセンター」で 「Bluetooth」 を検索してください。または、 

Bluetooth サポートのぺージ 

{www.apple.com/jp/support/bluetooth) を参照して〈ださい。 

プ J ンタを接続する 

「ヘルプセンター」で「プリントずる」を検索してください。 

FireWire 接続または USB 接続 

「ヘルプセンター」で 「FireWire」 または 「USB」 をお索してください。 

インターネットに接続する 

「ヘルプセンター」で「インターネット」を検索してください。 

ホ部ディスプレイ 

「ヘルプセンター」で「ディスプレイポート」または「適切なディスプレイモー 
ド」 を検索してください。 

Thunderbolt ポートを使用する 

「ヘルプセンター」で ^Thunderbolt」 を検索してください。 

Apple Remote 

「ヘルプセンター」で 「remote」 を検索してください。 

SuperDrive を使用ずる 

「ヘルプセンター」で「光学式ドライブ」を検索してください。 

仕様 

標準巧術仕様については、仕様のぺージ 

^www.apple.com/jp/supporl:/da1:asheet)を参照してくださし、。または、 

メニューパーからアツカレ（か/ニュー>「この Mac について」と選巧し、 
「詳しい情報」をクリックして、「システム情報」を開いてください。 
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Mac ソフトウ X ア-アップデートをダ 
ウン□-ドずる 


アップル («) メニュ ー> 「ソフトウェア.アップデート」と選おして、「ソフ 
トウ X ア•アップデート」を開いてください。 


Mac アプリケーンヨンを探して アップル （《) ゾニユ ー>「 AppStore 」 と選巧して 、 Mac App Store に 

タウン□ードずる アクセスしてください。または、 「 Dock 」 のアイコンをクリックしてください。 


情報、技術サポート、および Apple Apple のサポート情報の Web サイト （ www . apple . com / jp / suppo け)。 
製品のマニュアル 
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乂モリを拡張ずる 


www.apple.com/japanstore 


ヘルプセンター 【•■化，の • 




お使いの iMac には、最小で4 GB {ギガバイト}の DDR 3 (Double Data Rate 3) DRAM (Dynamic 
Random Access Memory ) が 2 枚の 2 GB メモリモジュールとして搭載されていまず。この搭載ミき 
みゾモリを2 GB または4 GB の y モリモジュールに交換ずるか新しく取り付けて最大で16 GB にする 
ことができまず。 y モリモジュールは次の仕樣を満たず必要がありまず： 


• SO-DIMM (Small Outline Dual Inline Memory Module ) 方式 
•1333 MHz 、 PC3-10600s DDR 3 準拠 { DDR 3 1333 とも呼ばれまず) 
• バッファなし/レジスタなし 


警告： Apple では、モリの取り付けを、 Apple 正規サービスプ□バイダにご化頼になることをお 
勤めしまず。 Apple に問い合わせる方法については、63ページの 「 AppleCare のサービスとサポート」 
を参照してください。ゾモリの取り付けをご自分で行われる場合、装置が故障ずるを険性がありまず。 
ご自分で行った作業が原因で発生した故障にがして、 iMac の製品イ呆証は適用されません。 
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ゾモリを取り付ける 

お求めの iMac には4基のイモリス□ットが搭載されていまず。2基には、2 GB が上のイモリモジユー 
ルが取り付けられています。 2 GB または4 GB のメモリモジユールを使用して、をきス□ットに新しく 
モリを取りかけるか取り付け済みス□ットの y モリモジユールを交換ずることにより、最大で16 GB の 
モリにずること力け?さまず。 

増設用 Apple 製メモリは、 Apple 製品取巧販売店 、 Apple Retail Store (Apple Store 直営風、 
またはオンラインの Apple Store ( www . apple . com / japanstore ) で購入できまず。 


警告： ゾモリを取り付ける前に、必ず iMac をシステム終了し、電源コードを取りみしてください。 
iMac が電源につながれているときにゾモリを取り付けないでください。 


メモリを取り付けるには： 

1 アップル （#) ゾニュ ー> 「システム終了」と選択して、 iMac の電源を切りまず。 

2 ずべてのケーブルおよび電源コードを iMac から取り外しまず。 

3 柔らかい清潔なタオルカ、巧を巧業スぺースの上に置きまず。 iMac の側面を手で持ち、画面を下にして、 
底面が手前を向くように、コンピュータを横に寝かせまず。 
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4 スタンドを持ち上げ、プラスドライバーを使って、 y モリ•アクセス•カバーの3つの拘束ねじを緩めま 
ず。ねじは反時計回りに回しまず。 


スタンドを 

持ち上げます 


メモリ- 
アクセス 
カバー 


5 メモリ-アクセス-カバーを取りかしてわきに置きまず。 


ドラィバー 
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6 メモリ収納部のタブを開きます。 

7 y モリモジュールを交換ずるには、タブを引いて、取り付けられているゾモリモジュールを取り出しまず。 
交換したい y モリモジュールを取り外します。 
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8 図に示すように、切り欠きをち側に向けて、ス□ットに新しいゾモリモジュールを挿入します。 

• 追加の乂モリモジュールを取り付ける塌合は、空いているス□ットに挿入しまず。 

• 取りかけられている y モリモジュールを交換する塌合は、ディスプレイから最も離れている各ス□ット 
に新しい y モリモジュールを挿入しまず。 

9 各ゾモリモジュールをス□ットにしっかりと水平に押しまず。メモリモジュールを正しく押し込むと、軽く 
カチッとし巧音がしまず。 

10 タブをゾモリ収納部に押し込みます。 


第3章 ィモリを泣張ずる 









11 メモリ-アクセス-カバーを取り付け、プラスドライバーを使って3つの脱落防止ねじを締めまず。 


警告： y モリの取り付けが終わったら、忘れずにゾモリ-アクセス-カバーを元に戻してください。 
お使いの iMac は、メモリ-アクセス-カバーがないと正しく機能しません。 



スタンドを 

持ち上げます 


ドラィバー 


メモリ- 


アクセス- 


カバー 


12 iMac の側面を持って起こしまず。ケーブルや電源コードをずべて接続し直しまず。 

13 iMac の背面にあるバワーボタン似）を押して、電源を入れまず。 
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iMac が新ししがモリを認識ずるかどうかを確認ずる 

ゾモリを取りかけた後に、新しく取り付けたイモリを iMac 力 S 認識ずるかどうかを確認します。 


iMac に巧り付けたメモリを確認ずるには： 

1 iMac を起動しまず。 

2 Mac OSX のデスクトップが表示されたら、アップル （#) 乂ニュ ー> 「この Mac について」 と選択 
します。 

iMac に取り付けられているメモリの合計容量力请示されまず。取り付けられているイモリの内訳につ 
し、て詳しくは、「詳しい情報」をクリックし、「システム情報」を開いて確認してください。 

取り付けたゾモリが仕様を満たしていない塌合は （ 38ページを参照)、 iMac から5おごとに3回電子 
音がしまず。その場合は、 iMac のシステムを終了して取り付け手順をもう一度確認し、ゾモリに iMac 
との互換性があることと、ゾモリが正しく取り付けられていることを確認してください。それでも問題が 
解決しない場合は、ゾモリを取り外し、ゾモリに付属のサポート情報を調べる力、、ゾモリの製造元に問 
い合わせてください。 


第3章 ィモリを泣張ずる 


4 


問題とその解決方法 





iMac で作業をしているときに問題が起きることがあります。問題が起きたときは、この章を参照して、 
問題稱決のヒントがあるかどうかを確認してください。問題への対処方法についてさらに詳しく知りた 
いときは、「ヘルプセンター」および iMac のサポート Web サイト 
( www . apple . com / jp / support / imac ) も参照してください。 

iMac に関する問題が発生した塌合は、通常、簡単ですぐに実行できる解決方法がを在しまず。問題 
が起きたときは、その問題が起きる前にしていたことを書き留めるようにしてください。問題が起きる 
前にしていたことを書き留めておけば、問題の原因を特定し、必要な答えを見つけるときに役立つこと 
がありまず。が下のようなことを書き留めてください： 

• 問題力婚きたときに使用していたアプリケーンョン。特定のアプリケーンョンにだけ問題が起きる塌 
合は、そのアプリケーションが iMac にインストールされている Mac OS X のパージョンと互換性が 
ない可能性があります。 

• 最近インストールしたソフトウェア。 

• 新しく接続した、または取り付けたハードウエア（たとえば、増設したゾモリや周辺機器など)。 


警告： y モリを取り付ける場合を除き、 iMac を開こうとしないでください。 iMac の修理が必要な場 
合は、 Apple または Apple 正規サービスプ□パイダに問い合わせる方法について、62ページの「サー 
ビスとサポートについて」 を参照してください。 iMac には、ゾモリを除き、ユーザ自身で交換などの 
作業を巧える部品はありません。 
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予防策 

コンピユータやソフトウェアに問題力婿生しても、 Time Machine バックアップを最新の状態にしておく 
t データを失わずにすみまず。定期的に Time Machine バックアップをイ乍成していると、ソフトウェ 
アとずべてのデータをバックアップ時の状態に正確に復元できまず。 「Time Machine」 で情報を保護 
しておくと、重大な問題が起きてもそれほどん配せずにずみまず。 

iMac の使用を妨げるトラブル 

iMac が反応しないときやポインタが動かないときは 

• Apple Wireless Keyboard または Apple Magic Mouse の電源が入っていて、電池が充電済み 
であることを確認してください （56 ぺージの「電池を交換する」を参照)。 

USB のキーボードまたはマウスをお持ちの場合は、接続されていることを確認してください。コネク 
夕をおいてから、接続し直しまず。しっかりと接続されていることを確認してください。 

• 問題のあるアプリケーションを強制的に終了してみてください。 Option キーと Command (點)キー 
を押しながら、 Esc キーを巧します。ダイア□グが表示される塌合は、アプリケーションを選んで「強 
制終了」をクリックしまず。次に、開いているアプリケーションずベての作業を保をし、問題を完全に 
辭ミ肖ずるために iMac を再起動しまず。 

• アプリケーションを強制的に終了できな力、った場合は、 iMac 背面のバワーボタン （&) を5秒間押 
して、システムを終了しまず。 iMac から電源コードをおきまず。次に、電源コードを接続し直し、 
iMac のバワーボタン（む）を押して電源を入れます。 
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特定のアプリケーションを使用中に何度も問題が起きる塌合は、アプリケーションの製造元に連絡して、 
そのアプリケーションがお使いの iMac と互換性があるか確認してください。 

iMac に付属のソフトウェアについて詳しくは、 www . apple . com / jp / downloads を参照してくだ 
さい。 

問題が頻繁に起きる塌合は、ディスクを修復するか、バックアップからソフトウェアを復元ずる力 、、 「Mac 
OS X ユーティリテイ」/《ネルを使ってシステムソフトウェアを巧インス!ルしてみまず (50 ページの 
「Mac 0 S X ソフトウ王アを倦復ずる/復元する/再インストールずる」を参照)。 

起動中に iMac の画面が操作不能になったり、？マークが点滅ずるときは 

• 数秒間待ちまず。しばらくたっても iMac 力难動しない塌合は、バワーボタン（じ)）を約5秒間巧し 
て、 iMac のシステムを終了しコンピュータの電源を切ります。次に、 Option キーを押しながらもう 
~度パワーボタン (む）を押して、 iMac を起動します。 iMac が起動するまで Option キーを押し 
続けた後、使用したい起動ディスクのアイコンの下の矢印をクリックします。 

iMac 力 i 起動してから、「システム環境設を」を開いて「起動ディスク」をクリックしまず。□-カル 
の MacOSX の「システム」フォルダを選びまず。 

• 問題が頻繁に起きる塌合は、システムソフトウェアをインストールし直ず必要がある場合がありまず （ 50 
ページの 「 MacOSX ソフトウェアを修復する/復元ずる/再インストールずる」を参照)。 
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iMac の電源が入らないときや、起動しないときは 

• 電源コードが iMac と正常に機能している電源コンセントに接続されていることを確かめまず。 

• Command m ) キーと R キーを押したままコンピュータを再起動しまず。コンピュータが再起動ず 
るまで押し続けてください 。 「Mac OSX ユーティリティ」バネルが表示されたら、ディスクの修復、 
ソフトウェアの復元、または Mac OSX と Apple のアプリケーンョンの再インストールのオプション 
を選択しまず。詳しくは、50ぺージの 「Mac OSX ソフトウェアを修復ずる/復元する/再インストー 
ルずる」 を参照してください。 

• パワーボタン （ Cl ；) を押して、ずぐに Command (我）キー、 Option キー、 P キー、 R キーを押 
します。起動音が2回鳴るまで押し続けてください。この操作でパラ y - 夕 RAM ( PRAM ) がリセッ 
卜されまず。 

• 最近 iMac のゾモリを増設したけれども5秒ごとに電子音がずる場合は、メモリが適切に取りがけら 
れていることと、お使いの iMac と互換性があることを確認してください。増設したゾモリを取り外し 
て、 iMac が起動ずるかどうかを確認してください （44 ぺージを参照}。 

• 電源コードをコンピュータからあいて、30秒な上待ちまず。電源コードを再度接続し、パワーボタン 
(0) を押して iMac を起動します。 

• な上の方法でも iMac を起動できないときは、62ページの「サービスとサポートについて」を参照して、 
倦理について Apple に問い合わせてください。 

ディスクの挿入に問題があるときは 

• 滑らかな動作で、指が iMac の側面に細れるまでディスクをドライブに押し込みまず。 


. 標準サイズのディスクのみを使用しまず。 
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ディスクのおり出しに問題があるときは 

• ディスクを取り出せない塌合は、ディスクを使用している可能性があるアプリケーシヨンをすべて終了 
してから、キーボードのゾディア■イジェクト•キ ー (句を押しまず。 

•「 Finder 」 ウインドウを開き、サイドバーでディスクアイコンの横にある取り出しアイコンをクリックず 
る力、、デスクトップにあるディスクアイコンを「ゴミ箱」にドラッグしまず。 

• アップル （#) イニュ ー> 「"ユーザ"（お使いのユーザアカウント名が y ニューに表示されまず）を 
□グアウト」と選択し、お使いのユーザアカウントから□グアウトした後、キーボードのメディア•イジェ 
クト-キー（±)を押しまず。 

• マウスボタンを押したまま iMac を再起動しまず。 

マウスのスク□—ルに問題があるときは 

• スク□-ルボール付きマウスを使用していて、スク□-ルが滑らかでなくなったり、スク□-ルボー 
ルが上下左ちに回転しない場合は、 マウスをひっくり返してボールを勢いよく回しながら清掃してく 
ださし、。 

• 詳しくは、72ぺージの「マウスを清掃ずる」を参照してください。 

日時の設をが繰り返し失われるときは 

• 内部バックアップバッテリーを交換ずる必要がある場合がありまず。修理が必要な塌合は、 Apple へ 
の問い合わせちまについて62ページの「サービスとサポートについて」を参照してください。 

Mac OS X ソフトウェアを修復ずる/復元ずる/再インストールずる 

Mac のソフトウェアまたはハードウェアに問題が発生しても 、 Mac OS X には修復や復元用のユーティ 

リティが用意されており、問題を取り除いたり、ソフトウェアを元の工場出荷時の設定に復元したりでき 

ます。コンピュータが正しく起動しなくても、これらのユーティリティには 「Mac OSX ユーティリティ」 

アプリケーシヨンからアクセスできまず。 
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Time Machine バックアップから#巧 
復元するシステムのバック 7 ッフが必* *になり*す， 

Mac OS X を再インストール 

Lion を巧し<»定/インストールします. 

ヘルフ«««オンラインで巧得 

Apple サボート Web サイトで、お«いの Mac に M するヘルフホ II モ«索で*ます • 
ディスクユーテイりテイ 

ディスクユーテイリテイを巧ってディスクそ條復または巧玄します， 


l\fec QS X ユーティリティ 


「Mac OSX ユーティリティ」アプリケーションを使うと、が下のことができまず： 

• Time Machine バックアップからソフトウェアやデータを復元する。 

• Mac OS X と Apple のアプリケーションを再インストールする。 

• コンピュータのディスクを消去し 、 Mac OSX と Apple のアプリケーションを巧インストールして、 
コンピュータを工場出荷時の設定に復元する。 

• 「ディスクユーティリティ」を使ってコンピュータのディスクを■(度 i 复ずる。 

コンピュータで問題が検出されると 、 「Mac 0 S X ユーティリティ」アプリケーションが自動的に開きまず。 
コンピュータを巧起動して、アプリケーションを手動で開くこともできまず。 


@ を 
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「Mac OS X ユーティリティ」アプリケーシヨンを開 < には： 

■ 〔ommand キ ー( 器）と R キーを押したままコンピュータを再起動します。 

「Mac OSX ユーティリティ」アプリケーシヨンの一部のユーティリティには、インターネットおよび 
Mac App Store へのアクセスが必要でず。コンピュータが Ethernet または Wi-Fi ネットワークを使っ 
てインターネットに接続されていることを確認ずる必要があることがありまず。 

Wi-Fi ネットワークを使って接続ずるには： 

1 画面のち上隅にある Wi-Fi ステータス y ニューからネットワークを選択します。 

2 必要に応じて、ネットワークのパスワードを入力します。 

非公開ネットワークに接続ずるには、「ほかのネットワークに接続」を選択しまず。ネットワークの名前 
とパスワードを入力します。 

「ディスクユーティリティ」を使ってディスクを修復ずる 

コンピュータに問題力靖生する塌合、またはコンピュータを起動ずると 「Mac OSX ユーティリティ」パ 
ネルが表示される場合は、コンピュータのディスクを倦復ずる必要があることがありまず。 

1 「Mac OSX ユーティリティ」パネルで「ディスクユーティリティ」を選択して、「続ける」をクリックし 
ます。 

2 をのリストからディスクまたはバーティシヨンを選択してから、 「First Aid」 タブをクリックしまず。 

3 「ディスクを倦復」をクリックしまず。 


「ディスクユーティリティ」でディスクを倦復できない場合は、できるだけ多くの情報のバックアップを作 
成してから、53ページの 「Mac OS Xと Apple のアプリケーションを再インストールする」の手順に従っ 
て操作しまず。 

「ディスクユーティリティ」とそのオプションについては、「ヘルプセンター」を参照ずるか、「ディスクユー 
ティリティ」 （「Launchpadj の「ユーティリティ」フォルダにありまず）を開いて、「ヘルプ」>「ディ 
スクユーティリテイヘルプ」と選択します。 
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Time Machine バックアップを使って情報を復元ずる 

Time Machine バックアップがある塌合は、復元ユーティリティを使用して、コンピュータ上のずべて 
のものを t 乂前の状態に復元できまず。 

Time Machine バックアップを使って情報を復元できるのは、バックアップの元になったコンピュータ 
に対してだけでず。新しいコンピュータに情報を乾送したい場合は、「移行アシスタント」 （「Launchpad」 
の「ユー ティリティ」 フォルダにありまず）を使います。 

1 バックアップが Time Capsule 上にある場合は、 Ethernet または Wi-Fi ネットワークに接続されてい 
ることを確認しまず。 （Wi-Fi ネットワークに接続ずるには、52ぺージの手順に従って操作しまず。） 

2 「Mac OSX ユーティリティ」パネルで、 「Time Machine バックアップから復元」を選択して「続ける」 
をク U ックしまず。 

3 Time Machine バックアップカ增まれているディスクを選択してから、画面に表示される指示に従って 
操かしまず。 

Mac OS X と Apple のアプリケーションを再インストールずる 

状況によっては、 Mac OS Xと Apple のアプリケーションを再インストールずる必要があることがあり 
ます。個人ファイルとユーザ設定を残して再インス! -- ルずることができまず。 

1 Ethernet または Wi-Fi ネットワークを使用してインターネットに接続されていることを確認しまず。 

(Wi-Fi ネットワークに接続ずるには、52ぺージの手順に従って操作しまず。） 

2 「Mac OSX ユーティリティ」バネルで、 「Mac OSX を再インストール」を選択して、「続ける」をクリッ 
クしまず。 

3 ディスクを選択ずるように求められたら、現在の Mac OSX ディスクを選択しまず（ほとんどの塌合、 
これしか選択できません)。 

4 オプションのソフトウェアを選択または選択解除するには、「カスタマイズ」をクリックします。 

5 「インスト ーJ レ」をクリックしまず。 


第4章 問題とそのおミ央方法 


ディスクを消去せずに Mac OS X をインストールずると、既をのファイルと設定を保持できます。また、 
最初にディスクを消去すると、すべてのデータが消去され、コンピュータに Mac OSX と Apple のア 
プリケーシヨンを再インス!ルできる状態にできまず。 

Mac OSX を巧インス! -- ルした後で、 iMac に付属の Apple のアプリケーシヨンや 、 Mac App 
Store で購入したその他のアプリケーシヨンを再ダウン□-ドできまず。そのイ也のデータやアプリケーシヨン 
は 、 Time Machine やその他のバックアップから復元できまず。 

重要： Apple では、ソフトウェアを復元する前に、ディスクのデータをバックアップしておくことをお勤 
めしまず。いかなるデータのミ肖失につきましても、 Apple は一切の責任を負いません。 

コンピュータを工場出荷時の設定に復元ずる 

コンピュータを工場出荷時の設定に復元ずると、コンピュータ上のすべてのもの（ユーザアカウント、ネッ 
トワーク設定、およびずベてのファイルとフォルダ）が削除されまず。復元を行う前に、保をしたいす 
ベてのファイルを別のディスクにコピーしてバックアップを作成してください。「ネットワーク」環境設を 
のネットワーク設定を書き留めて 、 Mac OS X を再インストールした後でもう一度簡単に接続できるよ 
弓にしまず。 


1 Ethernet または Wi - Fi ネットワークを使用してインターネットに接続されていることを確認します。 

( Wi - Fi ネットワークに接続ずるには、52ぺージの手順にがって操作します。} 

2 「Mac OSX ユーティリテイ」バネルで、「ディスクユーティリテイ」を選択して、「続ける」をクリックし 
ます。 


3 左のリストからディスクを選択してから、「沿'去」タブをクリックしまず。 

4 「フォーマット」ポップアップゾニユーから 「 MacOS 拡張（ジャーナリング)」を選択し、ディスクの名 
前を入力してから、「消去」をクリックしまず。 

5 ディスクが消去されたら、「ディスクユーティリティ」>「ディスクユーティリティを終了」と選択します。 

6 「Mac OSX ユーティリテイ」バネルで 、 「Mac OSX を再インストール」を選択して、「続ける」をクリッ 
クしまず。 
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7 Mac OS X とアプリケーションを再インストールするには 、 「Mac OSX インストーラ」の手順に従って 
操作しまず。 

Mac OSX を再インストールした後で、 iMac に付属の Apple のアプリケーションや 、 Mac App 
Store で購入したその他のアプリケーションを巧ダウン□-ドできまず。その他のデータやアプリケー 
ションは 、 Time Machine やその他のバックアップカ、ら復元できまず。 

ハードウェアの問題を確認ずる 

ハードウェアに問題があると思われる塌合は 、 「Apple Hardware TestJ アプリケーションを使用して、 
iMac のコンポーネントに問題がないかを検証ずることができます。 

「Apple Hardware Test 」 を使用ずるには： 

1 キーボードとマウスが外のずべての外部装置を iMac から取り外します。 Ethernet ケーブルが接続さ 
れている塌合は、そのケーブルを取りかします。 

2 D キーを押したまま iMac を再起動しまず。 

3 「Apple Hardware Test 」 の選択画面が表示されたら、使用したい言語を選択しまず。 

4 Return キーを巧ずか、ちち印ボタンをクリックします。 

5 「Apple Hardware Test 」 のゾイン画面が表示されたら（約45秘後)、画面に表示される指示に従っ 
て操作しまず。 

6 「Apple Hardware Test 」 によって問題が巧出された塌合は、エラーコードが表示されまず。サポー 
卜を要請する前に、エラーコードをゾモしてください。 「Apple Hardware Test 」 によって A- ドウェア 
の障害が検出されない塌合、問題はソフトウェアに関係している可能性がありまず。 
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重要： 再起動後に 「Apple Hardware Test 」 ウインドウが表示されない場合は、 Command (お} 
+ Option + D キーを押しながらコンピユータを再起動して、インターネットから 「Apple Hardware 
Test 」 にアクセスします。コンピユータは、インターネットにアクセスできるネットワークに接続されて 
いる必要がありまず。 

電池を交換ずる 

Apple Wireless Keyboard および Apple Magic Mouse には、それぞれ 2 本の単 S 電池が取り付 
けられています。アルカリ、リチウム、または充電可能な単互電池と交換することができまず。 

電池ホルダーのカバーおよび電池は小さいお子様の手の届かないところで保管してください。 


警告： 電池を交換するときは、ずべての電池を同時に交換してください。古い電池と新しい電池を一 
緒に使用したり、電池の種類（たとえばアルカリ電池とリチウム電池）を混在させたりしないでくだ 
さい。電池を開封/分解したり、逆方向に取り付けたりしないでください。また、火の側や高温の塌 
所に置いたり、水に濡らしたりしないでください。電池は小さいお子様の手の届かないところで保营 
してください。 
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Apple Wireless Keyboard の電池を交換ずるには： 

1 バワーボタン （ Ci )) を押して、キーボードの電源を切ります。 
2 硬貨を使用して、電池ホルダーのカバーを取り外しまず。 



3 下図に示ずよラに、2本の単互電池を電池ホルダーへ入れまず。 




4 電池ホルダーのカバーを取り付けまず。 

電池の 巧 態を確認ずるには、パワーボタン （む） を押しまず。インジケータランプが点なしない塌合は、 
電池を交換ずる必要があるかもしれません。「キーボード」環境設定でバッテリーレペルを確認できます。 
アップル （#) y ニュー>「システム環境設定」と選がし、「キーボード」をクリックしまず。バッテリー 
しベルは左下コーナーに表示されまず。 
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Apple Magic Mouse の電池を交換するには： 

1 マウスの背面にあるスイッチを下にスライドさせて、電源を切ります。 
2 ラッチを下へスライドして、電化カバーを取り化しまず。 






ク 


電ミ也 


3 上図に示ずように、電油のプラス極側 {+) を上に向けてセットしまず。 


4 カバーを取り付けて、マウスの電源を入れまず。 


iMac に再接続ずるために Apple Magic Mouse を1回クリックずる必要が生じるかもしれません。 


電池の状態を確認ずるには、オン/オフスイッチをスライドして、マウスの電源を入れまず。インジケー 
タランプが点なしない場合は、 電池を交換ずる必要があるかもしれません。「マウス」環境設定でバッ 
テリーレベルを確認できまず。アップル （#) イニュ ー> 「システム環境設を」と選択して、「マウス」 
をクリックしまず。バッテリーレペルは左下コーナーに表示されまず。 


インターネット接続の問題 

iMac の「ネットワーク設定アシスタント」アプリケーシヨンを使えば、手順に従ってインターネット接続 
を設定できます。「システム環境設定」を開き、「ネットワーク」をクリックしまず。「アシスタント」ボタン 
をクリックして、「ネットワーク設定アシスタント」を開きます。 
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インターネット接続に問題があるときは、このセクション巧に記載されている、お使いの接続タイプ用 
の手順を試してみるか、「ネットワーク診断」を使用ずることができます。 

「ネットワーク 診断」 を使用ずるには： 

1 アップル （#) ゾニュ ー> 「システム環境設定」と選択しまず。 

2 「ネットワーク」をクリックしてから、「アシスタント」をクリックしまず。 

3 「診断」をクリックして、「ネットワーク診断」を開きます。 

4 画面に表示される指示に従って操作します。 

ネットワーク診断で問題を解まできない場合は、接続しようとしている ISP (インターネット-サービス- 
プ□バイダ)、 ISP に接続ずるために使用している外部デバイス、またはアクセスを試みているサーバ 
に問題がある可能性がありまず。が降のセクションの手順を試してみてください。 

ケーブ J レモデム、 DSL モデム、 LAN でのインターネットを続 

モデムの電源コード、モデムと iMac の接続コード、モデムとモジュラージャックの接続コードなどのず 
ベてのモデムケーブルがしっかり差し込まれていることを確認しまず。また、 Ethernet 八ブやルーター 
へのケーブルと電源も確認しまず。 

DSL モデムまたはケーブルモデムの電源を数分間切ってから、電源を再投入しまず。 ISP の中には、 
モデムの電源コードを巧くことを勧ゆるところもあります。モデムにリセットボタンがついている塌合は、 
し、ったん電源を切って再投入ずる前か後でリセットボタンを押すことができまず。 

重要： モデムに関連した手順は、 LAN をお使いの塌合には適用できません。 LAN ユーザは、ケープ 
ルモデムや DSL モデムのユーザが使用しないハブ、スイッチ、ルーター、接続ポッドなどを使用する 
場合がありまず。 LAN をお使いの塌合はに P ではな <、ネットワーク营理者に問い合わせる必要があ 
ります。 
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PPPoE 接続 

PPPoE (Point to Point Protocol over Ethernet ) を使って ISP に接続できない場合は、「ネットワー 
ク」 環境設定に正しい情報力靖定されているか確認してくださし、。 

PPPoE の設定を入力ずるには： 

1 アップル （#) ゾニュ ー> 「システム環境設定」と選択します。 

2 「ネットワーク」をクリックしまず。 

3 ネットワーク接続サービスのリストの下部にある「追加」 （+) をクリックし、「インターフェイス」ポッ 
プアップイニューから 「 PPPoE 」 を選びまず。 

4 「 Ethernet 」 ポップアップイニューから PPPoE サービスのインターフェイスを選びまず。有線ネットワー 
クに接続する場合は Ethernet 」 を選択し、ワイヤレスネットワークに接続ずる場合は 「 Wi - Fi 」 を選 
択しまず。 

5 「作成」をクリックしまず。 

6 アカウント名、パスワード、 PPPoE サービス名けービスプ□バイダから指をされた場合）など、サー 
ビスプ □バイダから受け取った情報を入力しまず。 

7 「適用」をクリックして、設をを有効にします。 

ネット ヮーク接続 

Ethernet ケーブルが iMac およびネットワークに接続されていることを確認しまず。 Ethernet へづゃ 
ルーターへのケーブルと電源を確認します。 

2台 L 乂上のコンピュータでインターネット接続を共有する塌合は、ネットワークが正しく設定されている 
ことを確認してください。に P が1つの IP アドレスのみを提供している力、、各コンピュータに1つずつ 
複数の IP アドレスを提供しているかを、知っておく必要があります。 
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提供されている IP アドレスが 1 つだけの塌合は、接続を共ちできるルーター、ずなわちネットワークア 
ドレス変換 ( NAT ) または 「 IP マスカレーディング」が可能なルーターを用意する必要がありまず。設 
定情報については、ルーターに付属のマニュアルを確認ずるか、ネットワークの設定担当者に確認して 
ください。 

AirMac ベースステーシヨンを使って、1つの IP アドレスを複数のコンピュータで共有ずることができま 
ず。 AirMac ベースステーシヨンの使用方法について詳しくは、「ヘルプセンター」を参照ずるか仪ニュ ー 
パーの「ヘルプ」をクリックして 「 airmac 」 を検索しまず)、 AirMac の Web サイト 
( www . apple . com / jp / support / airmac ) を参照してください。 

上記の手順で問題力懈決しない場合は、 ISP またはネットワーク营理者に問い合わせてください。 

ワイヤレス通信の問題 

ワイヤレス通信に問題があるときは： 

• 接続しようとしているコンピュータまたはネットワークが稼動していて、ワイヤレス-アクセス-ポイン 
卜を持っていることを確認します。 

• ベースステーシヨンやアクセスポイントに付属の説明に従って、ソフトウェアを正しく構成したことを 
確認しまず。 

• お使いの iMac がコンピュータやネットワークのアクセスポイントのアンテナのち劾範囲内にあること 
を確認してください。電気製品や金属の建造物が近くにあると、ワイヤレス通信が巧げられ、通信範 
囲が铁くなる可能性がありまず。 iMac の塌巧を変えたり、向きを変えたりずると受信効率が上がる 
ことがあります。 

• y ニューバーの Wi - Fi ステータス y ニュー(夕）を確認します。信号の強度を示すために、最大4 
本のラインが表示されまず。信号の強度が弱い場合は、コンピュータの場所を蜜えてみてください。 

• 「ヘルプセンター」を参照してください (乂ニューバーの 「ヘルプ」をクリックして、 「 wi - fi 」 をお索 
してください)。また、ワイヤレス装置にか属の説明書も参照してください。 
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ソフトウてアを最新のが態になつ 

インターネットに接続されている塌合、「ソフトウェア•アップデート」が、お使いのコンピュータで利用 
できるアップデートがあるかどう力、を定期的に確認します。無料の最新ソフトウェアパージョン、ドライバ、 
およびその他の強化機能を Apple からダウン□-ドしてインストールできます。 

iMac でアップデートを確認ずる頻度は、「ソフトウェア■アップデート」環境設定で設定できまず。手動 
で確認するには、アップル （«!} ゾニュ ー> 「ソフトウェア•アップデート」と選択しまず。「ソフトウェア- 
アップデート」について詳しくは、「ヘルプセンター」を参照してください（ゾニューパーの「ヘルプ」 
をクリックして、「ソフトウェア■アップデート」を検索してください)。 

Mac OS X に関する最新情報は、 www . apple . com / jp / maco 5 x を参照してください 。 Apple み 
の製造元のソフトウェアについての問題がある場合は、そのソフトウェアの製造元に問い合わせてくだ 
さい。ソフトウェアの製造元が、 Web サイトでソフトウェアのアップデートを提イ共していることがあります。 

サービスとサポートについて 

iMac には、キーボード、マウス、およびイモ I 儿が k ユーザ自身で交換などの作業を行える部品はあ 
りません。修理が必要な場合は、 Apple に問い合わせるか、 Apple 正規サービスプ□バイダに iMac 
を持ち込んでください。オンラインリソース、オンスクリーンヘルプ、「システム情報」、または 「Apple 
Hardware Test 」 から、 iMac についてのより多くの情報を得ることができまず。 


オンラインの‘眉巧源 

サービスとサポートについてのオンラインの情報は、 WWW. 叩 ple . com / jp / support を参照してくだ 
さい。 AppleCare のサポート情報を検索したり、ソフトウェア•アップデートを確認したり、 Apple の 
ディスカッションフオーラムで質問したりできまず。 
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オンスクリーンヘルプ 

多くの塌合、疑問にがする回答や、操作手順とトラブルへの対姐方法に関する情報は、「ヘルプセンター」 
で見つけることができます。「ヘルプ」>「ヘルプセンター」と選択します。 


システム情報 

お使いの iMac に関する情報を得るには、「システム情報」を使巧しまず。「システムプ□ファイラ」に 
は、取りがけられている八ードウェア、インストールされているソフトウェア、シリアル香号、オペレー 
ティングシステムのバージョン、 搭載されているメモリ容量など、さまざまな情報が表示されまず。「シ 
ステム情報」を開くには、 y ニューバーからアップル （ j ) ゾニュ ー> 「この Mac について」と選択し、 
「詳しい情報」をクリックします。 

AppleCare のサービスとサポート 

お使いの iMac には、90日間の技術サポート、および Apple Retail Store (Apple Store 直営店} 
や Apple 正規修理センター (Apple 正規サービスプ□バイダなど）での1年間のハードウ x ア修理イ呆 
証が付属していまず。 AppleCare Protection Plan を購入ずると、イ呆証期間を延長できます。詳しくは、 
www.apple.com/jp/5upport/products を参照するか、次の表にあるお住まいの国の Web サイト 
を参照してください。 

支援が必要な塌合は、アプリケーンョンのインストールと起動や基本的なトラカレシューティングについ 
て、 AppleCare 電話サポートスタッフがご案内しまず。近くのサポートセンターに電話してください（最 
初の90日間は無償)。電話をかける際に、購入曰とお使いの iMac のシリアル番号を用意してくださし、。 

参ち： 9日日間の無償電話サポートは、製品のご購入日から開始されます。また、電話料金がかかる 
塌合がありまず。 
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1国 

巧 話を号 

Web サ仆 1 

米国 

1-800-275-2273 

www.apple.com/support 

曰本 

0120-27753-5 

www.apple.com/jp/support 


電話番号は変更される塌合がありまず。国内および国外の通話料金が必要になる場合があります。詳 
しいリストについては、次の Web サイトを参照してください： 


www.apple.com/jp/contact/phone .contacts.html 


製品のシリアル番号を確認ずる 

次のいずれかの方法で、お使いの iMac のシリアル香号を確認できます： 

• アップル （■} y ニュー> にの Mac について」と選択します 。 「Mac 0 S X 」の文字の下にあるバー 
ジョン蓄号をクリックすると 、 Mac 0 SX のパージョン番号、ビルドバージョン、およびシリアル香号 
の順に表示力 i 入れ替わりまず。 

• アップル（かゾニュ ー> 「この Mac について」と選択し、「詳しい情報」をクリックしまず。 

• iMac のスタンドの底面をご賣ください。 
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重要な情報 


www.apple.com/jp/Gnvjronment 


ヘルプセンター も—卽迎 




ま全のため、および装置の保全のため、 iMac をのったり清掃したりずるときは、乂下のルールに従っ 
てください。これらのルールに従うことは、より快適にイ乍業ずることにもつながります。コンピュータを 
お使いになる方が、いつでもこれらの注意事項を参照できるようにしておいてください。 


ま意： コンピュータを正しく保管または使用しない榻合は、製造元のイ呆証が受けられないことがあ 
ります。 


安全性に関ずる重要な情報 


警告： が下のま全性に関する指示に従わないと、乂災、感電、その他の損傷や損害を招くおそれ 
がありまず。 


適切に取り扱うお使いの iMac は平らなを定したか業塌所に設置してください。換気装置やすきまな 
どに、ものを差し込まないでください。 

水や湿気のある場所飲み物、洗面台、ミ谷槽、シャワーなど、水のある塌巧には iMac を近づけない 
でください。雨、雪、霧などの天候の下や、湿度が極端に高い塌巧での iMac の使用は避けてください。 

電源電源を完全に切る唯一の方法は、電源コードを取り外ずことです。コードではなく、必ずプラグを 
持って巧いてください。ゾモリを取り付けるために iMac のケースを開けるときは、事前に電源コード 
をあいてください。 
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次のようなときは、電源コードを巧いてから （ コードではなく、必ずプラグを持っておいてください)、 
Ethernet ケーブルまたはモデムケーブルを取りかしてください： 

• y モリを追加したいとき 

• 電源コードやプラグがずり切れているときや壊れているとき 
• 本か内部に液体が流れ込んだとき 

• iMac 力哺や過度の湿気にさらされたとき 

• iMac を落としたときや、装置の外面が壊れたとき 

• iMac に保守サービスや修理が必要だと思われるとき 

• 装置の外面を清掃したいとき （71 ページの説明の方法お外では清掃しないでください） 

重要： 電源を完全に切る巧一の方法は、電源コードをおくことでず。必要なときに iMac の電源を切 
れるようにするたゆ、電源コードのどちらか一端にずぐに手が届く場所に設置してください。 


警告： 付属の電源コードには、アース線力咐いていまず。このアース線は、接地電源コンセントの 
みに適合しまず。コンセントが接地されていないためにそのコンセントに接続できない場合は、 

電気技師に巧頼してコンセントを適切な接地コンセントと取り換えてください。アース線は、できれ 
ば接続するようにして < ださい。 
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電力仕様： 

• 電圧：10日〜240 VAC 
•電流： 4 A 撮大） 

• 周波数： 50〜60 Hz 

聴覚の障害イヤフォンやヘッドフォンを大きな音で使用すると、聴覚に障害が生じる場合があります。 
音量は巧全なレペルに設定してください。大音量で間いていると耳が慣れて普通に聞こえるようになり 
まず力 S 、 聴覚を損なう危険がありまず。耳鳴りがしたり声がこもって聴こえたりする場合は、使用を中 
止し、聴覚の検査を受けてください。音量が大きいほど、聴覚への影響が早く現れまず。専門家は、 
聴覚を保護ずるたゆに次のことを推奨しています： 

• イヤフォンやヘッドフォンを大音量で使用ずる時間を制限します。 

• 周囲の騒音を遮断するために音量を上げるのは避けます。 

• 近くの人の話し声が間こえない塌合は音量を下げます。 

危険性の高い行為このコンピュータシステムは、原子力施設•飛行磯の航行や通信システム•航空管 
制システムなど、コンピュータシステムの障害が生命の危険や身体の障害、あるいは重大な環境破壊 
につながるようなシステムにおける使用を目的とはしていません。 

マウスのクラス1レーザー(こ関ずる情報 

Apple Magic Mouse は、 IEC 60825-1 A 1 A 2 および21び R 1040.1日/1040.11に適合したクラス 
1レーザー製品です (2001 年7月26日付け Laser Notice No . 50に準ずる例外を除きまず)。 

警告：この装置を改造すると、を険な被曝を引き起こず可能性があります。ま全のために、この装置 
の修理-点検は Apple 正規サービスプ□バイダにのみ依頼してください。 
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クラス 1 レーザーは、に C 60825 -1 および21 CFR 1040の要件に合致した、予見可能な合理的な菜 
件下でま全です。ただし、レーザー光線を人の目に向けないでください。 

光学式ディスクドライブのレーザーに関する情報 


警告： お求めの装置に付属ずる説明書に指定された方法が外による調整あるいは操作は、を険な被 
曝を引き起こす可能性がありまず。 


お使いの iMac の光学式ディスクドライブで使用されているレーザーは、通常の使用においては安全で 
ずが、ドライブを分解ずると目に損傷を与えるおそれがあります。巧全のために、この装置の修理-点 
検は Apple 正規サービスプ□バイダにのみ巧頼してください。 

重要： 電気製品は、取り扱いを誤ると大変危険でず。本製品に限らず、お子様が電気製品をお使いに 
なるときは、そばで大人の方が監視、指導してあげてください。また、電気製品の内部やケーブル、コー 
ド類にはお子様力守を触れないようにご注意ください。 


警告： 本製品の本体ケースの換気装置やずきまなどに、ものを差し込まないでください。そのよラに 
するとを険でず。また、コンピュータカな幻璋ずることがありまず。 


自分で修理をしない 

iMac には、キーボード、マウス、およびメモリが外、ユーザが修理できる部品はありません（39ぺ一 
ジの「ゾモリを取り付ける」を参照)。 iMac を開こうとしないでください。 iMac の倦理が必要な塌合は、 
Apple 正規サービスプ□バイダまたは Apple に問い合わせてください。62ページの「サービスとサポー 
卜について」を参照してください。 

iMac を開けた塌合、またはメモリな外の部品を取り付けた塌合、装置が故障するを険性がありまず。 
ご自分で行った作業が原因で発生した故障に対して、 iMac の製品保証は適用されません。 
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取り扱いに関する重要な情報 


ま意： 换下の取り扱いに関する指示に従わないと、 iMac またはその他の巧ち物の破損を招くおそ 
れがありまず。 


動作環境お下の範囲を超える環境で iMac を使用ずると、バフォーマンスに影響ずることがありまず： 
• 動作時温度 ： ICr 〜35° C {50°~ 95° F ) 

• 保管時温度： -20° 〜47° C (-4°~ 116° F ) 

• 相対湿度： 5%〜95% (結露しないこと） 

• 最大動作高度： 3048 メートル （10, 00日フィート） 

空気中のちりやたばこ、葉巻、灰皿、ストーブ、暖炉の煙の多い塌所で、または鳩過していない水道 
水を使う超音波加湿器の近くで、 iMac を使用しないで<ださい。喫巧、料理、燃焼、 漏過していなし、 
水を使う超音波加湿器の使用によって生じる空気中の微粒子がまれに iMac の換気用の開□部に入り、 
特定の条件下では、 iMac のディスプレイを覆うガラスバネルの内部表面が少しぼやけることがありまず。 

iMac の電源を入れる内部やみ部の部品をずべて所をの位置に取り付けるまでは、絶対に iMac の電 
源を入れないでください。一部の部品が取りかされているときにコンピュータを動作させると大変を険 
でず。コンピュータが壊れる可能性もありまず。 

iMac を持ち運ぶ iMac を持ち上げたり移動したりずる前に、システムを終了してから、接続されてい 
るケーブルやコードをずべて取りかしてください。 iMac を持ち上げたり移動したりずるときは 、 iMac 
の側面を持ってください。 
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コネクタとポートを使用ずるコネクタを無理にポートに押し込まないでください。装置を接続ずるとき 
は、ポートに破片やゴミが入っていないこと、コネクタとポートが合っていること、およびコネクタとポー 
卜の向きや位置が正ししにとを確認してください。 

光学式ドライブを使用ずるお使いの iMac の SuperDrive は、標準の12 cm (4.7 インチ）ディスク 
にが応していまず。定お外のディスクまたは12 cm (4.7 インチ）より小さいディスクには対応してい 
ません。 


iMac を保管ずる長期間 iMac を保营ずるときは、涼しい塌所{できれば22° C または71° F ) に保 
管します。 

iMac を清掃ずる 

お使いの iMac や付属品の外面を清掃ずるときは、が下のま意事項を守ってください： 

• iMac をシステム終了し、ずべてのケーブルを取り外しまず。 

• 柔らかく、けば立たない布に少量の水を付けて iMac の外面を清掃します。清掃の際には装置に水 
などが入り込まないように注意してください。 iMac に液体を直接巧きかけないでください。 

• スプレー式の液体クリーナー、溶剤、研磨剤などは使わないでください。 

iMac のディスプレイを清掃ずる 

清潔で柔らかく、けば立たない巧を使ってディスプレイを清掃しまず。 

iMac のディスプレイは、な下の手順で清掃してください： 

• iMac をシステム終了し、ずべてのケーブルを取り外しまず。 

• 清潔で柔らかく、けば立たない巧を水で湿らせてから、画面を清掃します。画面に液ホを直接吹きか 
けないでください。 
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マウスを清掃ずる 

たまったほこりやちりを取り除くために、マウスをときどき清掃ずることをお勤めします。けば立たない 
巧に少量の水を付けて使用してください。開□部分に湿気が入らないようにし、スプレー式の液体クリー 
ナー、 溶剤、研磨剤などは使わないでください。 

iMac と一緒に有線 Apple Mouse を使用する場合は、マウスをひっくり返してから、清潔で柔らかく 
けば立たない布を使って、スク□-ルボールを勢いよく回ずと、正常なスク□-ルを巧げているほこり 
などを簡単に取り除けまず。 

人間工学について 

ここでは、健康的な環境で作業を行うたゆのヒントを示します。 

キーボード 

キーボードを使うときは肩に力を入れすぎないようにしてください。上腕と前腕の角度が、ほぼ直角に 
なるようにしまず。また、手首と手のひらは、ほぼ一直線になるようにしてください。 

頻繁に手の位置を変えると、疲労を防止できます。イ木みなしで集中して作業すると、手や手首、腕など 
の不快感が増す可能性がありまず。手や手首、腕などの痛みやす快感が厦性的になってきたら、専門 
医にホ目談しましょ弓。 

マウス 

7ウスはキーボードと同じ高さに置き、無理なく届く範囲にあるようにします。 
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ディスプレイ 

ディスプレイは、キーボードの前に座ったときに画面の上端が目の高さかそれよりもややほくなるよラ 
に設置しましょう。目から画面までの距離は各自で決ゆてかまいませんが、45〜 70 cm 程度の間隔を 
取るのが一般的なようでず。 

ディスプレイは、画面に窓の巧かりや照明などが反身寸しないよラな塌巧に設置しましょう。スタンドを使っ 
てディスプレイを最適な角度に調整ずると、移動の難しい光源からのまぶしさを軽減したり除去したり 
するのに i を立ちます。 



画面の上端が目の 
高さと同じかやや 
下になるように 


画面に照明などが 
反射しないよラに 
設置しましよラ 


机の下はゆとりを 
もたせる 


足の裏全体が床または 
台につくよラに 
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イス 

イスは、調節機構付きで、快適でま定感のあるものが理想的です。イスの高さは、座ったときに太もち 
がほぼ水平になるようじ調節しましょう。このとき、足の裏を体が床に着くようにしてください。イスは、 
背もたれが腰の部分を支えるように調節しましょう。使っているイスの説明書などを参照して、背もた 
れを自分の身体に合わせて調節してください。 

キーボードを操作ずるときにひじを直角に保つたゆに、イスの高さの調節が必要になることがあります。 
イスを高くしたことで、足の裏全体がホに着かなくなったときは、足を台のようなものに載せてください。 
机の高さを調節できる塌合は、足を台に載せる代わりに、机を低くしてもかまいません。また、机より 
もやや低い位置にキーボード専用の台がかいている机を利用する方法もありまず。 

人間工学について詳しくは、こ欠の Web サイトを参照してください： 


www.apple.com/aDout/ergonomics 


環境向上への取り組み 

Apple Inc . では、事業活動および製品力潛境に与える彰響をできる限り小さくずるよう取り組んでい 
ます。 

詳しくは、こ欠の Web サイトを参照してください： 


www.apple.com/jp/environment 
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法規制の順守に関ずる情報 

FCC Compliance Statement 

This device complies with part 巧 of the FCC rules. Operation 
is subject to the following two conditions: (1)This device may 
not cause harmful interference, and (2) this device must accept 
any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. See instructions if interference to radio or 
television reception is suspected. 

Radio and Television Interference 

This computer equipment generates, uses, and can ra 边 ate 问 dio- 
frequency energy. If it is not installed and used properly—that 
is, in strict accordance with Apple's instructions—it may cause 
interference with radio and television reception. 

This equipment has been tested and found to comply with 
the limits for a Class B digital device in accordance with the 
specifications in Part 15 of FCC rules.These specifications 
are designed to provide reasonable protection against such 
interference in a residential installation. However, there is 
no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

You can determine whether your computer system is causing 
interference by turning it off If the interference stops, it was 
probably caused by the computer or one of the peripheral devices. 

If your computer system does cause interference to radio or 
television reception, try to correct the interference by using one or 
more of the following measures: 

• Turn the television or radio antenna until the interference stops. 

• Move the computer to one side or the other of the television 
or radio. 

• Move the computer farther away from the television or radio. 

• Plug the computer into an outlet that is on a different circuit 
from the television or radio. (That is, make certain the computer 
and the television or radio are on circuits controlled by 油 fferent 
circuit breakers or fuses.) 

If necessary, consult an Apple Authorized Service Provider or 
Apple. See the service and support information that came with 
your Apple product. Or consult an experienced radio/television 
technician for additional suggestions. 


Important: Changes or modifications to this product not 
authorized by Apple Inc. could void the EMC compliance and 
negate your authority to operate the product. 

This product has demonstrated EMC compliance under conditions 
that included the use of compliant peripheral devices and shielded 
cables between system components. It is important that you 
use compliant peripheral devices and shielded cables (including 
Ethernet network cables) between system components to reduce 
the possibility of causing interference to 问油 os, television sets, and 
other electronic devices. 

Responsible party (contact for FCC maUers only): 

Apple Inc. Corporate Compliance 
1 Infinite Loop, MS 26-A 
Cupertino, CA 95014 

Wireless Radio Use 

This device is restri 口 ed to indoor use when operating in the 5.15 to 
5.25 GHz frequency band. 

Get appareil doit を tre utilise a I'interieur. 

この裝品は、周波を帯域 5.18 - 5.32 GHz で動作しているときは、 

屋内においてのみ使用可能です。 

Exposure to Radio Frequency Enemy 

The radiated output power of this device is well below the FCC 
and ED radio frequency exposure limits. However, this device 
should be operated with a minimum distance of at least 20 cm 
between its antennas and a persons body and the antennas 
used with this transmitter must not be colocated or operated in 
conjunction with any other antenna or transmitter subject to the 
conditions of the FC し Grant. 

FCC Bluetooth Wireless Compliance 

The antenna used with this transmitter must not be 
colocated or operated in conjunction with any other antenna or 
transmitter subject to the conditions of the FCC Grant. 
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Canadian Compliance Statement 

This device complies with Industry Canada license-exempt RSS 
standard(s). Operation is subject to the following two conditions: 
(1)this device may not cause interference, and (2) this device must 
accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of the device. 

Cet appareil est conforms aux normes CNR exemptes de licence 
d'Industrie Canada. Le fonctionnement est soumis aux deux 
conditions suivantes :(1) cet appareil ne do け pas provoquer 
d'interferences et (2) cet appareil doit accepter toute interference, 
y compris celles susceptibles de provoquer un fonctionnement 
non souhaite de I'appareil. 

Bluetooth Industry Canada Statement 

This Class B device meets all requirements of the Canadian 

interference-causing equipment regulations. 

Cet appareil numerique de la Class B respecte toutes les exigences 
du Reglement sur le materiel brouilleur du Canada. 

Industry Canada Statement 

Complies with the Canadian に ES-003 Class B specifications. 

Cet appareil numerique de la classe B est conforms を la norme 
NMB-003 du Canada. This device complies with RSS 210 of Industry 
Canada. 

Bluetooth Europe—EU Declaration of Conformity 

This wireless device complies with the R&TTE Directive. 

Europe—EU Declaration ot し onformity 

See www.apple.com/euro/compliance. 

a ① 

&bJirapcKM Apple Inc. が KJiapwpa, we Toea iMac e b 
C bOTBCTCTBUe CbC CblUCCTBeH 肌 6 M3MCKB3HMfl M flpyrMTe 
npn/HWKMMM npaBM/ia Ha flMpcKTMBa 1999/5/EC. 

Cesky Spolecnost Apple Inc. timto prohlasuje, ze tento iMac 
je ve shod を se z う kladnimi pozadavky a dalsimi pflslusnymi 
ustanovenimi sm さ mice 1999/5/EI5. 

Dansk Undertegnede Apple Inc. erki ぉ rer herved, at falgende 
udstyr iMac overholder de v ぉ sentlige krav og evrige relevante 
kravidirektivl999/5/EF. 
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Deutsch Hiermit erklart Apple Inc, dass sich das iMac in 
Ubereinstimmung mit den grundlegenden Anforderungen und 
den ubrigen einschlagigen Bestimmungen der Richtlinie 
1999/5/EG befinden. 

Eesti Kaesolevaga kinnitab Apple Inc., et see iMac vastab 
direktiivi 1999/5/EO pohinduetele ja nimetatud direktiivist 
tulenevatele teistele asjakohastele satetele. 

English Hereby, Apple Inc. declares that this iMac is in 
compliance with the essential requirements and other relevant 
provisions of Directive 199 か 5/EC. 

Espanol Por medio de la presente Apple Inc. declara que este 
iMac cumple con los requisites esenciales y cualesq 山 era otras 
disposiciones aplicables o exigibles de la Directiva 1999/5/CE. 
EXXr|viKd Me Tqv napouoa, q Apple Inc. Sq 、 山 vei oti auin n 
口 uoKEuri iMac 口 unyoptp 山 VETainpoc ； Ti<; P 日 oik を （ anami 日 ek; kqi 
T i<; Xoinsc; OXETIKEC ； fiiQTa^EK ； OSrjYiac ； 1999/5/EK. 

Frangais Par la presente Apple Inc. declare que I'appareil iMac est 
conforme aux exigences essentielles et aux autres dispositions 
pertinentes de la directive 1999/5/C E. 

Islenska Apple Inc. lysir [svi herme6yfiraS り etta taeki iMac 
fulin 史 gir lagmarkskrofum og 63rum vi 日 eigandi う kvaeSum 
Evroputilskipunar 1999/5/EC. 

Italiano Con la presente Apple Inc. dichiara che questo 
dispositive iMac e conforme ai requisiti essenziali ed alle altre 
disposizioni pertinenti stabilitedalla direttiva 1999/5/CE. 

Latviski Ar so Apple Inc. deklare, ka iMac ierice atbilst Direktlvas 
1999/5/EK butiskajam prasibam un citiem ar to sais 化 ajiem 
noteikumiem. 

Lietuviq を uo"Apple Inc." deklaruoja, kad sis iMac atitinka 
esminius reikalavimus ir kitas 1999/5/EB Direktyvos nuostatas. 

Magyar Alullrott, Apple Inc. nyilatkozom, hogy a iMac megfelel a 
vonatkozo alapveto k 扫 vetelm ろ nyeknek さ s az 1999/5/EC iranyelv 
eaveb eloirasainak. 

Malti Hawnhekk, Apple Inc, jiddikjara li dan iMac jikkonforma 
mal-h 叫 ijiet essenzjali u ma provvedimenti ohrajn relevant! li 
hemm fid-Dirrettiva 1999/5/EC. 


Nederlands Hierbij verklaart Apple Inc. dat hettoestel iMac 
in overeenstemming is met de essentiele eisen en de andere 
bepalingen van richtlijn 1999/5/EG. 

Norsk Apple Inc erklaerer herved at dette iMac-apparatet er i 
samsvar med de grunnieggende kravene og ovrige relevante 
kravi EU-direktivet 1999/5/EF. 

Polski Niniejszym Apple Inc. oswiadcza, ze ten iMac sq zgodne 
z zasadniczymi wymogami oraz pozostafymi stosownymi 
postanowieniami Dyrektywy 1999/5/EC. 

Portugues Apple Inc declara que este dispositive iMac esta em 
conformidade com os requisites essenciais e outras disposi が es 
da Directiva1999/5/CE. 

Rom さ na Prin prezenta, Apple Inc. declara ca acest aparat iMac 
este in conformitate cu cerintele esentiale §i cu celelalte prevederi 
relevante ale Directivei 1999/5/CE. 

Slovensko Apple Inc. izjavIJa, dajeta iMac skladne z bistvenimi 
zahtevami in ostalimi ustreznimi dolocili direktive 1999/5/ES. 

Slovensky Apple Inc tymto vyhiasuje, ze toto iMac spina 
zakladne po 乏 iadavky a vsetky prislusne ustanovenia Smernice 
1999/5/ES. 

Suomi Apple Inc. vakuuttaa 巧 ten, etta tama iMac tyyppinen laite 
on direktiivin 1999/5/EY oleellisten vaatimusten ja sit さ koskevien 
dire は iivin muiden ehtojen mukainen. 

Svenska Harmed intygar Apple Inc. att denna iMac star i 
overensstammelse med de vasentliga egenskapskrav ocn ovriga 
relevanta bestammelsersom framgarav direktiv 1999/5/EG. 

A copy of the EU Declaration of Conformity is available at: 

www.apple.com/euro/compliance 

This equipment can be used in the following countries: 



Korea Warning Statements 


q を召おを宁 



刘岂早 d 咨 Hit ささ吾召巧を d フ h 岩 •yOl 到置， 

〇|フ I フ I ち幻皂巧召巧巧宜宜 M^\±0\\ A 卜客岂宁巧を Ujc 卜 . 

B3 フ I フ I 口 h 召さおさ喜 d フ I 巧巧） 

0| フ I フたフ巧き (B3)S ス闯 51 をフ问さモさ 
7卜客 A 陪るち3营ち3^〇さ計叫田吉巧 
马011ベ A 卜客岂宁なをしに卜， 


Singapore Wireless し ertincation 


し omplies with 
IDA Standards 
DB00063 


Taiwan Wireless Statements 

お综語お的芭吿聲日月 

經型式廣證合格之低巧率が頻電機’非經許可-公司- 
商號巧使用を巧不得擅自費更頻率-加大巧率或愛更原 
設計之特性及功能。ほ巧率自ホお覃磯之使田ホ得影響巧 
航をを及干提合法を信；趣を現有干运現を時’巧立即 
停用-並改善至お干适時ち泻繼續使用。前ち合法通情 
おが畢信法規を作業之お線軍通信。低め率が頻電機須 
忍受合法通信或工業’お學及醫療巧軍波疆射性覃機設 
備之干是。 

如有這頻率： 


か 5.25GHz き 5.35GHz 區域み揉ホ之 
無お設巧的 S 吿 S 巧 

ェ巧お率5.250 - S. だ OGHz 巧お巧おが室內使用。 


Taiwan Class B Statement 

Class B 設備的を吿聲日月 

NIL 

營止 

本電池如果を換不正確を有爆炸的危險 
請依製造商說巧書處理用過之電池 
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Japan VCCI Class B Statement 

情報処理装置等電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装窗等電波障害自主巧制協墓 
会 ( VCCI ) の喜準に基づくクラス B 情報技術装置で 
す。この装置は家庭環境で使用されることを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信搪にぶ接して巧巧されると、受信障害を引き起こ 
すことがあります。 

取巧説巧書に巧つて正しい取扱をしてください。 

Russia 

© 
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ホ部 USB モデムに関ずる情巧 

ホが USB モデムを巧巧して iMac を S 話回奋に涅おする巧合は、モデムに付 
居の書揉に記 K されている通恒当周の情巧を参巧してください。 

ENERGY STAR' Compliance 



As an ENERGY STAR’ partner, Apple has determined that standard 
configurations of this product meet the ENERGY STAR" guidelines 
for energy efficiency. The ENERGY STAR" program is a partnership 
with electronic equipment manufacturers to promote energy- 
efficient products. Reducing energy consumption of products 
saves money and helps conserve valuable resources. 

This computer is shipped with power management enabled with 
the computer set to sleep after 10 minutes of user inactivity.To 
wake your computer, click the mouse or press any key on the 
keyboard. 

For more information about ENERGY STAR", visit: 
www.energystar.gov 
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廃棄とリサイクルに関する情巧 


X 

このを号は，お使いの堅品をお住まいのせ巧のる巧や規制(こなってち正に 
巧棄ずる必要があることを巧します。お皮いの担品の寿命が切れたときは、 
Apple またはお住まいの巧域の自おが(こ問いさわせて、リサイクルの方法を 
巧設して < ださい。 

Apple のリサイクルプログラムについては、巧の Web サイトを参巧してくだ 
さし、： www.apple.com/jp/recvclina 

European Union:Disposal Information 

X 

The symbol above means that accordina to local laws and 
regulations your product should be disposed of separately from 
household waste. When tnis product reaches its end of life, take 
it to a collection point designated by local authorities. Some 
collection points accept products for free. The separate collection 
and recycling of your product at the time of disposal will help 
conserve natural resources and ensure that it is recycled in a 
manner that protects human health and the environment. 

Tiirkiye 

EEE yonetmeligine (Elektrikli ve Elektronik Ejyalarda Bazi Zararli 
Maddelerin Kullaniminin Sinirlandinlmasina DairYonetmelik) 
uvQundur. 

Brasil: Informa^oes sobre elimina^ao e recidagem 

K 

0 simbolo acima indica que este produto e/ou sua bateria 
nao devem ser descartadas no lixo domestico. Quando decidir 
descartar este produto e/ou sua bateria, fa;a-o de acordo com 
as leis e diretrizes ambientais locals. Para informa^oes sobre o 
programa de recidagem da Apple, pontos de coleta e telefone de 
informa^oes, visile www.apple.com/br/environment. 




バッテリーの巧まに图する情巧 

バッテリーを巧ミする房は、お住まいの巧域の突:ちおよび巧実ま準じなって< 
ださい。 

Deutschland: Dieses ijerat enthalt Batterien. Bitte mcht in den 
Hausmull werfen. Entsorgen Sie dieses Gerat am Ende seines 
Lebenszykius en じ prechend der maRgeblichen gesetzlichen 
Regelungen. 

Nederlands: Gebruikte batterijen kunnen worden ingeleverd 
bij de chemokarof in een speciale batter り container voor klein 
chemisch afval (kca) worden gedeponeerd. 

California: The coin cell battery in the optional Apple Remote 
contains perchio 问 tes. Special handling and disposal may apply. 
Refer to; www.dt5cca.gov/hazardouswaste/perchlorate 

台湾 

囲 

度まお請回化 

Taiwan Battery Statement 

警吿：請勿戳刺或巧境。此電池不含ま。 


Chinese Battery Statement 

霄を：不蟹弟り破或巧烧。该电池不含水缺。 


中国 


有ま或 
有害巧巧 



を部件 


电路巧 

显示屏 

附件 

键盘/鼠标 

铅 (Pb) 

X 

X 

X 

X 

を （ Hg) 

0 

0 

0 

0 

祸 (Cd) 

0 

0 

0 

0 

六价を 
(む VI) 

0 

0 

0 

0 

を漠な苯 
(PBB) 

0 

0 

0 

0 

を潰二を毀 
(PBDE) 

0 

0 

0 

0 


0 ：表示巧有毒有害物あをほ部件が有均质なお中的含量巧を 
SJ/T 11363-2006 规定的限量要ホな下。 

X :表示巧ち毒ち害物质をかをほ部件的某一巧质材料中的を 
る超出 SJ/T 11363-2006 规定的限量要巧。 


お据中国电子行业标お SJ/T11364-2006 和相关的中国 
政府法规.本产品及其某些内部或タト部巧件上可能巧 
有坏保使用期限标巧。取み于巧件和巧件制造商，产 
品及其お件上的使用期限标识可能有巧不同。姐件上 
的使用期限标巧优先テ产品上任何与之巧冲突的或で 
同的巧保使用期限标巧。 
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♦ Apple Inc. 

® 2011 Apple Inc. All rights reserved. 

本書の吾け在は Apple Inc. I こ屏宙しまず。本書の一巧あるいはを巧を 
Apple Inc. 力、らき面による事前の許淀を巧ることな<巧写巧監（コピ ー) する 
ことを萬じます。 


本書には正巧な谓揉を記 e ずるように努めました。ただし、誤巧やおけ上の萬 
おがないことを保証ずるちのではありません。 


Apple 

I Infinite Loop 
Cupertino, CA 95014 
U.S.A. 

www.apple.com 
アップルジャバン巧试をな 

干 163-1480 ままが巧ち区西巧宿3 T 目20ま2号 

ま巧オペラシティタヮー 

www.apple.com/jp 


Apple ロゴは、米国その他の国で畳録された Apple Inc. の商なです。キーポ ー 
ドの Apple ロゴ (Option + Shift + K) を Apple の書面による事前の許可 
なく商業目的で使用したちさ、米国ま巧まおよびる州まにおいて商な巧《き 
やす正武争にちたる可をせがありまず。 

Apple. Apple ロゴ、 Apple TV. AirMac、FaceTlme. Finder. 

FireWire、GarageBand. iChat、iLife、iMac、iMovie. iPhoto. iPod. 
iPod touch、iTunes、Keynote. Mac、Mac OS. Photo Booth. 
QuickTime. Safari、SuperDrive, Time Capsule, および' Time 
Machine は、ホ国子の巧の国で登畳された Apple Inc. の商巧でず。巧な 
「iPhone」 は、アイホン株まさ巧の許淀ををけて使用していまず。 


FireWire ロコ‘、 iPad. および Multi-Touch は、 Apple Inc. の巧巧です。 
Apple、AppleCare、Apple Store、 および iTunes Store は，お国その化 
の国で登毎された Apple Inc. のサービスマークです。 

App Store は、 Apple Inc. のサービスマークです。 

ENERGY STAR’ は米国の畳涅商«でず。 

Bluetooth" のワードマークと□ゴは Bluetooth SIG.Inc. 力郁ちしているき 
沒商標でず。また、 Apple のワードマークやロゴの巧用は実施柜に基づいて 
います。 

Thunderbolt および Thunderbolt □ゴは、ホ国その巧の国における Intel 
Corporation の面巧です。 

本害に記曲のその化のなち、商品るは、る巧の巧なまたは登録®巧です。本 
皇じI己芭の化な商品るは参考を目的としたをのでおり、それらの袋品の巧巧 
を珪制あるいは巧巧するをのではありません。また、 Apple Inc. は化なお品 
の性おまたは巧用につきましては一切の責任を負いません。 

Dolby Laboratories 力>らの実細 tl こ基づきををされていまず。 「Dolbyj, 
「Pro Logic」、 およびダカレ DI 己号は、 Dolby Laboratories の巧なでず。 
が公開機密き巧巧。© 1992-1997 Dolby Laboratories, Inc. All rights 
reserved. 


